


魚沼地域定住自立圏共生ビジョンとは・・・ 

• 中心市（南魚沼市）と、「中心市宣言」に賛同
した市町村（魚沼市・湯沢町）が、「形成協定」
に基づく「連携事業」に取り組むことで、『住み
たい、住み続けたい』圏域づくりを目指すため
のロードマップです。 

目指す将来像 
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地方創生との関係 

○共生ビジョンは、各市町の『総合計画』を着実
に達成するため、地方創生の施策として、各市町
の『総合戦略』に位置付け、「地域間連携」・「施策
間連携」を進めるためのロードマップです。 

 

 『総合計画』… 10年間のまちづくり計画 

 『総合戦略』…  5年間のまちづくり戦略 

 →これまで培った地域の独自性を活かした内容 
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地方創生（＝人口減少対策）の鍵 

【鍵1】 しごと創生 

 ・地方における安定した雇用を創出する 

【鍵2】 ひとの流れ 

 ・地方への新しいひとの流れをつくる 

【鍵3】 働き方改革 

 ・若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

【鍵4】 まちづくり 

 ・時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとと
もに、地域と地域を連携する 
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定住自立圏も地方創生の一つ 

○各市町に住む方々が一同に集まる「共生ビ
ジョン懇談会」は、地域と地域を結ぶ、まちづく
り懇談会です。 

・『総合計画』に基づく、まちづくりを進めてきた経過やこれから目指すべき理念 
・『総合戦略』に基づく、他地域との差別化や地方創生を進める独自の取組や施策 
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第１回共生ビジョン懇談会振り返り 

①定住自立圏の概況 

 →第１章、第２章 

②定住自立圏の将来像 

 →第３章 

第１回共生ビジョン懇談会 

第２回共生ビジョン懇談会 ③形成協定に基づく具体
的な取組 

 →第４章、第５章 

パブリックコメントの対象 
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今後のスケジュール 

• 【第３回共生ビジョン懇談会】 

   平成28年8月第2週頃 

 

• 【共生ビジョン策定】 

   平成28年10月中旬 
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共生ビジョン懇談会での意見・提言等 

○行政が検討した26事業 

（例えば・・・） 

・新ごみ処理施設建設 

・公の施設の相互利用 

・行政職員の人材育成 

○懇談会での意見・提言等 

（例えば・・・） 

・「地域資源を活かした医療従
事者確保とU・Iターンの連携」 

・「市町域を越えた子育て世代
の交流と支援情報の共有」 

・「地域住民の意識醸成と人材
発掘」 

【Ａ】：共生ビジョン等に反映させるもの 
【Ｂ】：共生ビジョン等への反映が可能か現在検討しているもの 
【Ｃ】：各市町で検討するもの 
【Ｄ】：共生ビジョン等に反映できないが、今後の検討課題とするもの 

目指す将来像 
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ワーキンググループ会議を開催しました。 

○ワーキンググループ会議の役割 

・地域間連携・施策間連携を具体化する場 

・第２回会議では、行政で検討している連携事業のほか、共生ビ
ジョン懇談会からの意見等を具体的な連携事業に反映できるか
検討 

・新たに追加した、具体的な連携事業 

（し尿等受入処理広域化事業、子育て支援事業、婚活支援事業） 
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第４章 具体的な連携事業 

○策定初年度の掲載事業は、15事業 

 （1）生活機能の強化         ・・・12事業 

 （2）結びつきやネットワークの強化 ・・・2事業 

 （3）圏域マネジメント能力の強化  ・・・１事業 

 

○毎年、事業の進捗状況を共生ビジョン懇談会
で確認の上、PDCAサイクルを実施 
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例. 

○「ビジョン策定期間（5

年間）のスケジュール、
総事業費等」も記載さ
れていますが、WGを中

心とした各市町との調
整事項等により、変更
の可能性もあります。 

 

○総事業費は、各市町
予算議決後に記載する
ため、H29年度以降は
未定にしてあります。 
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第５章 連携事業一覧 

○策定初年度の掲載事業は、15事業 

 

○各市町における事業費 

 ・各市町予算議決後、事業費を掲載 
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